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本書の旧版は 2009 年に刊行されました。その後多くの人々に

読まれ，版を重ねてきたのですが，今回，執筆メンバーを半分以

上入れかえ，改訂版をつくりました。個別の問題状況の変動など

も踏まえ，各章の執筆内容も新しくなり大きく変わっています。

その結果，改訂された新しいテキスト，改訂新版といえるものに

なっています。

内容の大幅な変更は，やはり，この間の世の中の変動が大きな

理由です。最近，私はあることが気になっています。それは差別

という言葉を人々があまり使わなくなっていることであり，ます

ます平板で偏狭なこと，たとえばヘイトスピーチのような誰がみ

てもわかりきった出来事だけに差別という言葉が使われるように

なっていることです。他方，私たちが頻繁に使用するようになっ

た言葉があります。一つは「生きづらさ」であり，もう一つは

「不寛容」です。いまは「不寛容」の空気が充満し，だからこそ

「生きづらい」社会なのだと。でも私は「生きづらさ」や「不寛

容」という言葉が指し示している多くの現実の核心には差別や排

除が息づいていると考えています。

なぜ私たちは他者を差別するのでしょうか。それは楽しいから

だ，差別する悦楽があるからこそ，差別は世の中に存在するのだ

と語る批評家もいます。確かに多くの他者を抑圧し差別すること

で経済的政治的権力を貯えてきた人もいます。おそらく彼らこそ

差別する悦楽を享受し生きているのでしょう。他方で身にふりか
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かる世の中の矛盾に耐え切れず，苦悩し，自分よりも劣位にいる

（と思いこんでいる）他者を差別することで苦悩のはけ口とする

人もいるのです。差別する悦楽。なるほどと思わずうなずいてし

まいそうです。

私たちは日常的に，ひとを差別し排除し生きていたいのでしょ

うか。私は，そうは思いません。できることなら，ひとを差別な

どせずに，私たちは生きていたいはずです。では，どうすれば，

そのような日常を私たちは生きることができるのでしょうか。差

別や排除という営みや出来事と，私たちはどう生産的に向き合い，

どのようにそれらを“活用”できるのでしょうか。こうした問いが

本書の基底に流れているのです。

さて手短に本書の概要を説明したいと思います。第Ⅰ部では差

別や排除の社会学を考える基本を語っています。「差別はいけな

い」というわかりきった道徳，差別―被差別という硬い二分法的

思考を相対化し，“生きる手がかり”として差別をどう見直せるの

か（第�章），部落問題の現在について考え（第�章），在日コリ

アンの現在を手がかりとしながら差別・排除問題の「当事者」と

は誰なのかを確認するのです（第�章）。第Ⅱ部は，マタニテ

ィ・ハラスメント，社会的「ひきこもり」という問題，教育にお

ける差別や排除，男性同性愛，女性同性愛の現在，障害者問題の

現在，「ユニークフェイス」から「見た目問題」へ，在日コリア

ンの歴史と日本社会，震災復興と多文化共生の軌跡，被爆問題，

原発事故避難者の生きづらさと，個別のテーマについて語られて

います。ただ各章で問題や現実が教科書的に概説されるのではあ

りません。それぞれの著者が主張したいというポイントが明確に

語られているのです。また各章末に「くまさんの映画コラム」を
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置きました。これは私が映画好きだということもあるのですが，

私は日常的な差別を考える優れた素材として映画やドキュメンタ

リーを考えているからなのです。ただしこのコラムは各章の内容

とすべて対応しているわけではありません。私がおもしろく見る

価値があると判断した作品を考え選んだものです。本書が重版さ

れるとき，新たな作品を少しずつ入れかえていければと思ってい

ます。

ところで本書は誰に読んでほしいのでしょうか。大学や短大で

の差別や排除の社会学，文化社会学，現代社会論，人権教育論，

人権問題論のテキスト，ゼミなどで差別や排除をテーマとすると

きの輪読文献や参考図書として，できるだけ多くの学生に読んで

ほしいと思っています。それだけではありません。人権問題など

で市民啓発を考える社会教育を担当する人びと，中学高校で人権

教育，解放教育を進めたいと考えている先生方にもぜひ読んでほ

しいのです。なぜなら従来の「差別をしてはいけません」を確認

するだけの教育や研修は確実に実効性を失いつつあるからです。

どのように新たな教育や啓発を実践していけばいいか，本書が，

そのための手がかりになれば，と私は願っているからです。

この新版は堀奈美子さんという優れた編集者がいなければ，実

現しなかったものです。本書がいいものに仕上がっているとすれ

ば，それは堀さんのおかげなのです。限られた紙幅のなかで私か

らの過剰な要求にこたえてくれた執筆者の方々，ありがとうござ

いました。堀さん，どうもありがとうございました。

2016年 8 月

好井 裕明

は し が き iii
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第1章

排除と差別の社会学を考える

�つの基本

私たちは普段，差別や排除について考えたいとは思わないだろう。

ヘイトスピーチなどのニュースを見ても，自分は差別などしないし，

あんなひどいことを叫ぶはずもないと，どこかで距離をとり醒めてい

るのではないだろうか。学校教育の場でも「差別はいけません」とい

うわかりきったメッセージを何度も聞いてきている。何を今さらと。

でも，はたして差別や排除とは何かを，私たちは十分わかっているの

だろうか。かくいう私もわかっているとは断言できないだろう。しか

し確実にいえることがある。私たちは，もっと多様な生活の場で，多

様な人間関係がつくられる場で，差別や排除に敏感になり，それらと

まっすぐに向き合うべきだということだ。差別や排除はたしかに「し

てはならない」。でも私たちはしてしまうものだし，そうした出来事

が世の中で維持されていることにどこかで関わっているのだ。差別

被差別という二分法的な見方だけでなく，みずからのw差別する可能

性{を認めたうえで，私たちが日常をより豊かに生きていくための重

要な手がかりとして，差別や排除という出来事をw活用{してはどう

だろうか。

交差点を行き交う人びと（写真提供：時事通信フォト）



1 差別をめぐる常識的な見方

� 差別とは何だろうか？

差別とはどのような営みだろうか。私はその基本を考えようと

する時，いつも有名な差別主義をめぐる定義に立ち返る。「差別

主義とは，現実上の，あるいは架空の差異に普遍的，決定的な価

値づけをすることであり，この価値づけは，告発者が己れの特権

や攻撃を正当化するために，被害者の犠牲をも顧みず己れの利益

を目的として行なうものである」（Memmi 1968＝1971）。「告発

者」という訳語には違和感があるが，差別は被差別者を攻撃する

という具体的な行為であり，その行為の背後にどのような意味づ

けがあるのかをこの定義は端的に表している。

最近の状況を考えれば，ヘイトスピーチという粗暴な暴力が象

徴しているとおり，攻撃する相手を貶め，存在を否定するような

言辞を楽しんでいるかのように，具体的な行為として差別は世の

中に現れる。ただ，具体的な行為として差別がさまざまな生活場

面に現れるとして，当該の行為だけを差別だと呼ぶことはできな

いだろう。その背後や周辺には，差別を差別として認知し，その

行為を「正当化」するような現実認知や認識をめぐる営みがある。

こうした現実への働きかけをめぐるすべての営みをここでは，差

別をめぐる私たちの営みとして考えておきたい。

かつて『容疑者 X の献身』という DVD を見ていた時のこと

だ。福山雅治が演じる湯川学という天才物理学者が犯罪のÇ解き

をする推理ドラマの映画版だ。おもしろく見ていたのだが，ある
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シーンで見る楽しみが一瞬固まった。捜査会議が開かれる場面，

会議の責任者が集まってくる刑事たちのなかから柴咲コウ演じる

女性刑事を見つけ，「おい，お茶！」と命令するシーンだ。彼女

は命令に，一瞬ムッとした怒りを浮かべ，仕方がないかという表

情でお茶を入れにいく。たしかにこれから会議であり，お茶は必

要かもしれない。でもなぜほかの男性刑事ではなく柴咲コウに上

司はお茶を出すことを命じるのか。そこに多くいたほかの若手男

性刑事でもいいではないかと，映画のおもしろさにはまっていた

私は，このセリフやシーンと出会った瞬間，醒めてしまった。

私の印象をどう思われるだろうか。何を些細なつまらないこと

を気にするのか。ジェンダーフリーなどというけしからん風潮が

あるからこそ，つまらないことをおまえは考えるのだ。そんな声

が聞こえてきそうだ。しかし私は，こうした�些細な�シーンを

私たちが違和感 あるいは私以上に怒りを覚える人びともいる

はずだが を覚えたりしながらも，受け流してしまう日常にこ

そ，私たちが差別や排除をじっくりと考え見直すべき契機が満ち

ていると考えている。会社などで女性にだけお茶くみを強いるの

は問題で，平等な職場に変えていこうという試みが普段から多様

に実践されている一方，こうした娯楽映画に伝統的な性別役割が

要求され抵抗しつつも女性が演じるというシーンが確実に息づい

ているのである。

このシーンは柴咲が演じる女性刑事を印象づける場面なのかも

しれない。あるいは捜査会議を始める前の何か緊張した雰囲気を

伝えたりそれを緩和したりするアクセントの場面なのかもしれな

い。仮に映画を円滑に見せていくうえで意味あるシーンをそこで

つくる必要があるとして，なぜ女性刑事への「おい，お茶！」な

� 差別をめぐる常識的な見方 5



のだろうか。こうしたシーンなどなくても，ストーリーは円滑に

展開できるはずだ。たとえば，この�些細な�シーンに，私は日

常に息づいている執拗で微細な排除や差別を見過ごしてしまえと

いう力の行使を感じるのである。

�「対岸の火事」としての差別

さて，普段の暮らしとの関わりを考えながら，差別をめぐる営

みの射程を拡大していこうとする見方には，多くの人びとは違和

感を覚えてしまうのではないだろうか。なぜなら，差別とは，差

別する人びとがいて，差別を受ける人びとがおり，私たちが，そ

のどちらでもない限り，当該の差別という出来事は私たちにとっ

て関係ないことだからである。さらに差別的現実の問題性や被差

別当事者が生きている実相など，マスコミを通して「ニュース」

として知り現実の厳しさを実感するとして，私たちは「かわいそ

うだ」「差別は許せない」という思いがわきあがる一方で，「自分

がそうでなくてよかった」「できることなら関わりたくない世界

だ」と感じ，差別という出来事から距離をとり，それをみずから

の生活世界から締め出してしまうのである。

つまり「対岸の火事」としての差別という見方である。これは

差別者 被差別者，差別する側 差別を受ける側という常識的な

二分法の認識に由来するものなのである。たしかにこの二分法は，

差別問題を認識するための支配的な作法であり，差別を考える基

本といえる。ただ私が問題だと考えるのは次のことである。差別

する側，差別を受ける側，それ以外の多くの私たちがいる側を分

けていく�壁�は絶対に崩せないし変わらない硬直したものなの

だろうかということ，そして，こうした硬直した�壁�の内側に
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いる多くの私たちが「対岸の火事」として差別を見守れるとして，

見守る私たちが絶対に差別をしないという保証はどこにあるのだ

ろうか，ということである。

私は『「あたりまえ」を疑う社会学』という新書のなかで，あ

る評論家がテレビで被差別当事者と対談する冒頭「生まれてこの

かた，差別を受けてきたこともないし，したこともない，その意

味で普通の人間である」と語り自分を位置づけたことの問題性を

論じている（好井 2006：第�章）。私がそこで指摘したかったの

は，「普通の人間」であれば，差別などに関わりがないはずとい

うまったく根拠のない幻想であり，裏返しとしての「差別者であ

れ被差別者であれ，差別に関わる人びとは普通でない，特別な存

在だ」という，差別をできるだけ限定し，狭く特別な出来事とし

てみずからの日常生活世界から締め出そうとする硬直したものの

見方なのである。

差別の社会学を考えるうえで，まず必要な作業がある。それは

差別 被差別という硬直した常識的な二分法をひとまず�カッコ

に入れる�ことである。そして差別問題をめぐり，みずからの位

置どりをする時に思わず語ってしまう「普通の人間」の姿，対岸

で火事を安心して見物できる「普通の人間」の姿とは，いったい

どのようなものなのかを詳細に読み解こうとするまなざしをもつ

ことである。とくに私たちが，差別問題に絡めて語ろうとする

「普通の人間」の姿とはいったいどのようなものなのか。この問

いを考えることは，差別問題と自分とのつながりを批判的に考察

するうえで，とても重要だと私は考えている。

� 差別をめぐる常識的な見方 7



2 差別のない社会という理想（幻想？）

では差別をめぐり私たちは何をどのように見つめ，何をどのよ

うに語ればいいのだろうか。私は，大学で「差別の社会学」を講

義しているが，初めに，学生たちが受けてきた小中高校での人権

教育の感想を聞くことにしている。もちろん，熱意ある教師や自

分にとって極めてリアルな問題や現実と出会い，差別という出来

事を考える意義を自分の腑に落とし，その内容を印象深く語って

くれる学生もいる。しかし，彼らの多くから聞かれるのは，まさ

に「差別はいけない」「差別などしてはいけない」という誰でも

が正解だと考える一般的な言葉で回収されてしまう，わかりきっ

た感想である。

人権教育の授業の後，感想を書かされる。彼らは，何度もそう

した経験をするなかで，決まりきった，教師が喜びそうな，問題

のない感想の書き方を学習していく。被差別の現実の過酷さに驚

き，差別者や差別する行為の醜さ，不条理さに怒り，自分は絶対

そうした存在にはなりたくないし，ならないと宣言し，差別のな

い社会が実現できるよう，世の中に生きている一人ひとりががん

ばらねばならない，と感想を終える。ただ感想の書き方は上手に

なりました，と皮肉っぽく語ってくれた学生もいた。こうした

�決まりきった�感想のどこが問題なのだろうか。

一つは，感想を書いている自分がいったいどこにいるのかとい

う，差別という出来事に対する自分の立ち位置とでも呼べる問題

である。ここには，自分をどのような人間存在として認識するの
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かという基本が含まれている。今一つは，感想のなかの終点とい

うか到達すべき目標として語られる「差別のない社会」という言

葉がもつ問題である。前者の問題は後から述べるとして，ここで

は後者について少し語っておこう。

世の中には，さまざまなかたちで差別が存在し排除がある。現

代は依然として差別や排除に満ちた社会といえる。とすれば「差

別のない社会」とは理想であり夢だろうか。被差別当事者がみず

からのひととなりや存在を自覚し，みずからを変革し，世の中の

差別に立ち向かう方法，処方を身につけるうえで，解放運動の理

論があり，反差別，差別解消をめざす運動の言葉がある。そこに

は「差別のない社会」「人びとが共生する姿」が構想されている。

こうした社会や人びとの姿は，単なる夢や理想ではない。ゆえな

く差別を受けてきている自分や自分たちの姿を映し出し，差別と

闘い，それを克服し，新たな生活や社会を実際に創造していくた

めの目標であり目安として必要なものである。

しかし，そうした意義を認めたうえで，あえて私はこう問うて

おきたい。多くの私たちにとって「差別のない社会」を語ること

は必要なのだろうか。より正確にいえば，先にあげた決まりきっ

た感想の�落としどころ�，�蓋�としてだけ「差別のない社会」

を利用するだけでいいのだろうか。私たちが進むべき社会として

の目標や目安が不必要だなどというつもりはない。しかし，それ

だけを過剰に語ったり，ある限られた時や場所でだけ，それが語

られたりすることで，あたかも自分が差別という問題に前向きに

関わり，みずからの暮らしもまた，差別とのつながりから解き放

たれていると私たちが思い込んでしまうことが問題だといってお

きたいのである。

� 差別のない社会という理想（幻想？） 9



たとえば，社会福祉の世界で障害のある人びととの共生が語ら

れ，共生を実現するための具体的な方策が模索される。この営み

自体は間違いではない。ただ私がそうした文献などを読み，どこ

かしら違和感を覚えてしまうのは，次のことについてである。そ

れは，実現可能な姿としての共生が，素朴にかつ率直に信奉され

ているという印象をもってしまうことであり，共生を望み，それ

に向かって生きる人間の正しさについても素朴に信奉されている

という印象である。たしかに問題ある現実を変革していくうえで，

到達すべき理想の社会や人びとの姿を�スローガン�としてもつ

ことは必要だろう。しかしそれはあくまで�スローガン�であっ

て，�スローガン�を信奉することだけでは，私たちは差別や排

除に満ちた社会を，今，ここで生きている自分の姿を超越するこ

とはできないのである。

重要なのは，差別をめぐり，「こうした差別はあってはならな

いし，なくすべきだ。だから差別をなくすために，私たちは何を

どのようにすべきか。他者や他の現実に対して，どのような理解

をすべきだろうか」など，「かくあるべき」規範を語ることでは

なく，まず，「かくあるべき」だと考えたり，思わず語ったりし

てしまう自分の姿をも含め，〈わたし〉が生きて在る日常がどの

ように世の中に立ち現れる差別や排除とつながっているのかを，

まずはじっくりとまなざすことではないだろうか。

10 第�章 排除と差別の社会学を考える�つの基本
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249, 258

ヘイトデモ 51

ペイド・ワーク 80

ヘテロセクシズム 158, 159

偏 見 198

母性保護運動 76

母性保護措置 84

母体保護法 181
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ホモフォビア（同性愛嫌悪）

147, 158, 159

▶ま 行

マイノリティ 37, 110, 175, 179,

183, 222, 229, 246

マイフェイス・マイスタイル

（MFMS） 215, 216, 224-227,

229

マスメディア 72, 280, 282

マタニティ・ハラスメント 72

マタハラ裁判 75

マタハラNet 75

マタハラ論争 74

マミートラック 82

見えにくい差別 31

見た目問題 216, 225

身分制度 34

民 族 251

民族学校 244, 265

民族教育 244

民族差別 236, 241

無縁社会 157

目に見えない差別 82

▶や 行

優しい関係 131, 132

優生思想 181

ユニークフェイス 214-216, 219,

220, 222, 225, 226

欲望問題 175-177

▶ら 行

流言飛語 240, 258

レインボーウィーク 149

レズビアン・ベビー・ブーム

174

レズビアンマザー 171, 172

労働基準法 84

労働者派遣法 82, 87

▶わ 行

若者自立支援政策 97
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人 名 索 引

▶あ 行

赤川学 76

雨宮処凛 133

石井政之 214, 221

イリイチ（I. Illich） 122

ウィリス（P. Willis） 131

小酒部さやか 75

▶か 行

粕谷幸司 227

勝山実 102

川副早央里 317

キツセ（J. I. Kitsuse） 72

▶さ 行

斎藤環 96

酒井朗 134

スペクター（M. Spector） 72

外岡秀俊 262

▶た 行

外川浩子 215, 224, 226, 228

▶な 行

中井久夫 130, 314

西倉実季 224

▶は 行

バウマン（Z. Bauman） 119

バック（L. Back） 55

東小雪 169, 177

フーコー（M. Foucault） 153

藤井輝明 214

伏見憲明 175, 178, 179

プラマー（K. Plummer） 160

ブルデュー（P. Bourdieu） 123

ベスト（J. Best） 76

星加良司 196

▶ま 行

牧田清 266

増原裕子 169, 177

松本学 214, 221, 229

宮台真司 126

▶や 行

湯浅誠 100

好井裕明 159, 215
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